


























新中川病院における
終末期ケアについて

令和６年２月２４日（土）

新中川病院 ３A病棟師長 佐藤典子

医療法人社団 鵬友会 市民公開講座



「高齢者を支える病院」
～新中川病院に入院される方の特徴～

様々な事情で自宅や施設に戻れない医療度の高い患者さまが多い。

ご高齢でほとんど寝たきりの患者さまが大半を占めている。

高齢の方の割合が増えてきている。

よって終末期を迎える患者さまの割合も多くなってきている。

「人生の最終段階を迎える患者さま・御家族への医療・看護介護」

に携わる専門職として、「終末期ケア」や「看取り」の理解を深め、

苦痛の軽減・不安の緩和・その方が穏やかな最期を迎えられるよう

全職員が協働しています。



新中川病院 看護部の紹介



看護部・部署紹介

外来（1階）：病院の窓口である外来、高齢者の方が多く来院されます。
「お待たせしない」「思いやりのある安心安全な看護」「会話を大切に丁寧
にゆっくりと」を心掛けています。

療養病棟（2階・3階）：急性期病院や専門病院である程度の治療を終えて、

引き続き医療行為が必要な患者さまに医療・看護・リハビリ等を行います。

患者さまや御家族から「ここに入院して良かった」と思って頂ける看護を

目指しています。

障害者施設等一般病棟（3階）：厚生労働大臣が定める病名の患者さまが

入院対象となります。重度の障害のある方（重度意識

障害の方も含む）、神経難病等に罹患された患者さま、

人工呼吸器管理が必要な患者さまが入院されています。

スタッフは皆明るく活気があります。



私達が大切にしている取り組み

患者さまと御家族の気持ちに
寄り添った医療、看護介護の提供を！

 患者さまが穏やかな表情・気持ちで過ごせる治療と関わり

 気持ち良く療養生活を過ごしていただくための環境整備

（患者さまの身体を清潔に保つこと・清潔な環境の維持）

 充分な知識と技術を背景に持つ【気づき】と【優しさ】

 患者さま・御家族の希望を叶えられる環境づくり

患者さま・御家族とのコミュニケーション

スタッフカンファレンス、全職種でタッグを組むチーム医療が重要



療養病院ならではの充実したケア
穏やかな気持ち

快適さ

食事・経管栄養・点滴管理

毎日の口腔ケア、訪問歯科診療

清潔保持

入浴・清拭

手浴・足浴

訪問理容
ベッドサイドケア

出来る限り患者様の傍らに

褥瘡予防

体位交換・皮膚科診察

疼痛ケア

か

検査・治療（発熱時など）
酸素投与（呼吸苦）
薬の調節（痛みなど）
辛くない苦しくないように

＝高齢者の患者さまの尊厳を
保持するための日常生活上のケア



終末期の定義

終末期とは、人生の最後を迎える前の時期を指します。

複数の医師が客観的な情報を元に、治療により病気の

回復が期待できないと判断すること

患者さまが意識や判断力を失った場合を除き、患者さま・

家族・医師・看護師等の関係者が納得すること

患者さま・家族・医師・看護師等の関係者が死を予測した

対応を考えること

全日本病院協会「終末期医療に関するガイドライン」

終末期の定義より抜粋



終末期ケアを受けられる場所
①病院（メリット）
急変時にすぐ医療を受けることが出来る
大部屋だと寂しい思いをしにくくなる
御家族の負担が減る（老々介護の限界・家庭や就業との両立が可能）
専門家が常に在籍しているので患者さま・御家族が不安を相談しやすい

②介護施設（メリット）
医師・看護師・介護スタッフが日常生活のサポートをしてくれる
着替えや排泄、移動など御家族への負担が減る
他の施設利用者と触れ合う機会が多い

③自宅（メリット）
残りの時間を大切な家族と過ごすことが出来る
慣れ親しんだ家でリラックスして過ごすことが出来る
家族もすぐそばで様子を常にみていられることで安心して過ごせる

こ
ほうゆう訪問看護所長より
この後お話させていただきます



終末期から看取りまでの軌跡
１）高齢者の患者さまは複数の疾病や障害を併せ

持つことが多く、また心理・社会的影響も受け
やすいため、その「終末期」の経過は極めて
多様です。そのため看取りに至るまでの余命
予測は困難であり、「終末期の定義」に具体
的期限を設けることはむずかしいです。

２）高齢者の患者さまの死は
日々の生活の積み重ねの先に存在します。

日々の日常生活上のケアを丁寧に
行うことが、高齢者の患者さまの尊厳を
保持することにつながります。



終末期における看護ケア①
～高齢者の患者さまの尊厳を大切に～
保持 苦しくない

心地よい

食事・経管栄養・点滴管理

少量でも好物を堪能する

食べ物の香りを楽しむ

清潔保持

入浴・整容

口腔ケアなど

ベッドサイドケア

患者様の気持ちを汲み取る手がかりとなる

家族ケア

家族のつらさや悲しみの受け止め

苦痛の緩和

か

姿勢への配慮
慢性的な疼痛の緩和
正確な観察力が必要！



終末期における看護ケア②
～御家族の気持ちに寄り添う～

≪患者さまの死が近付くと≫

●反応が少なくなってくる

●呼吸困難

●手足の冷感・チアノーゼ

●尿量の低下

●脈の緊張が弱くなる

●血圧の低下

●顔の相（顔色）の変化

●死前喘鳴

●眼球乾燥など

患者の状態を知りたい
患者の安楽を保証して欲しい
患者のそばにいたい・会いたい
患者に何かしてあげられないか（役に立ちたい）
感情を表出したい（気持ちを受け止めて欲しい）
家族から慰めや支持を得たい
死期が近付いていることを知りたい

≪御家族の気持ち≫

「苦しくないように、辛くないようにして欲しい」
「覚悟しているが、この先どうなっていくのだろう」
「状態を教えて欲しい（知りたい）」
「そばにいたい・会いたい」
「何かしてあげられることはないか」
「万が一の時どのように行動したらいいかわからない」
「夜眠ることができません、何度も目が覚めます」
「家族を看取るのは初めての経験で不安」
「面会の度に私たちのことまで
気に掛けてくれてありがとう」

「○○をしてもらうことは可能か」
「面会に来る度痩せてきたので
最後に○○に会わせてあげられますか」



人生の最終段階に
苦しくなく辛くないを目指して

穏やかな表情（顔に緊張がない）

穏やかな呼吸（酸素投与で呼吸苦を緩和）

身体の力が抜けている

（リラックスしている・体に緊張感がない）

御家族の問いかけに応じてくれた（応じようとした）

満足げな表情をしてくる

気持ちよさそうに寝ている（安心した表情）



御家族にも満足してもらえる
終末期ケアと看取りについて
～家族ケアとグリーフケアが重要～

■面会規則があったが会いたい人に会わせてもらえた。
■息を引き取る時に立ち合え感謝の気持ちが伝えられた。
■面会後に亡くなった。家族にあって安心したのかな。
今朝電話をもらえてありがたかった。

■家族の希望を看護師さん達が大切にしてくれて嬉しかった。
（最後の桜を見せてあげたい、ビールを飲ませてあげたい）

■いつ面会に来ても身綺麗で穏やかな表情をしていた。
■経過を見てきたので心構えが出来たし「万が一の時」の説明
をしてもらって家族で話し合って準備が出来ました。

■面会の度に説明をしてくれて（もしくは話を聞いてくれて）
安心することが出来た。労いの言葉も力になった。



終末期の患者さま・御家族へのケアを
チーム医療で支えます！

●治療や検査：医師・検査技師・放射線技師
●終末期ケア：看護・介護職員
●安楽な体位の工夫・拘縮予防：理学療法士
●栄養・輸液管理について：栄養士・薬剤師
●保清・面会ご案内など：総務課・秘書課
●申請・悩み相談：医事課・相談員（社会福祉士）



患者さま・御家族の「不安を安心へ」
毎日穏やかな療養生活を送ってもらうために

老いと死は、誰にでも平等に訪れる宿命です
～瀬戸内寂聴～

「気配り・目配り・思いやり」をモットーに、
患者さま・御家族のお役に立てますように努力してまいります。
御清聴ありがとうございました。



終末期支援における
訪問看護の役割

ほうゆう訪問看護ステーション

所長 北澤 章江



ほうゆう訪問看護ステーションの紹介

 平成９年９月 開設

 訪問看護師 ９名 理学療法士 ５名

 訪問区域 横浜市泉区 旭区 瀬谷区 戸塚区一部

訪問経験の長いスタッフが多く在籍しており、

【元気で明るい訪問】をモットーに、住み慣れた自宅で

安心して生活が送れるよう、様々な職種とチームを

組んで在宅支援しています。



地域包括ケアシステムについて



 国が推進している取り組みです。

 医療も介護も地域の住民も一緒になっていい地域を連携し
て作っていこうという取り組みです。

 訪問看護師は、多職種を結び、医療依存度が高い高齢者の
在宅支援を支える重要な役割を果たしています。



在宅医療の提供体制に求められる機能

①退院支援

②日常の療養支援

③急変時の対応

④看取り

訪問看護は医療、介護をつなぐ重要な役割を担って
いると言えます



在宅療養のメリット

住み慣れた自宅で、家族と一緒の時間を過
ごしたり、ご自分のペースで療養を行うこ
とができます。

支援するために、さまざまな保健、医療、
福祉サービスがあります。



こんな不安がある時は…

 お薬の自己管理が難しい

 食事の量が減った、体調が優れない日が続いている

 床ずれがあるが、どうケアしたらいいかわからない

 入退院を繰り返している

 医療機器や処置が必要な生活になった

 認知症、難病、がんの終末期と診断された

 介護が必要な状態になった など



訪問看護って
どんなことをしてくれますか？





訪問看護を受けるには
誰に相談したらいいか

受診している医療機関、訪問看護ステーション、
お住いの市区町村役所、地域包括支援センターな
ど、各機関でご相談にのっています



訪問看護における
介護保険と医療保険の違いについて



終末期をどこで
どのように迎えたいですか

最期まで自宅で過ごしたい

自分で動けなくなったら施設に行きたい

手助けがあれば自宅で過ごしたい

病院のほうが安心

など、思いはいろいろあると思います。



自宅で最期まで過ごすことを可能にする
には

 ご本人が自宅で過ごすことを強く希望していること

 キーパーソン（ご家族・介護者）がしっかりしており、

協力者がいること

 ご本人・ご家族に寄り添ったサポート体制が

整っていること

 医師の理解と協力が得られ、信頼関係が築けていること

などがあります





看取りにおける訪問看護師の役割

 ご本人が苦痛なく安心して自宅で過ごせ、ご家族が後悔な
く看取れるよう支援していくこと

 ご本人・ご家族の揺れ動く心にもしっかりと寄り添うこと

「臨終の場はどこであろうと、真剣に考えた結果であればそ
のすべてが正しい」

ご本人・ご家族の生き方や価値観などを大切にしながら支援
することが大切と考えています



私たちができること

住み慣れた地域や自宅で、自分らしく安心して暮ら
せるよう、多職種と協働し、看護の専門的な目で支
援していきたいと思います。

ちょっとしたことでも、何かありましたら、ぜひほ
うゆう訪問看護ステーションにご相談ください。

ご清聴ありがとうございました。
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